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ようこそOBクラブへ！
森 大輔さんが入会しました
野球人口減少にSTOPをかけるのは私たちOB会員
　石川県で少年野球の監督を3年間経験し、指導対象を
広げたいと学生野球資格を回復した森大輔さん。少年野
球の現場で痛感したことは野球人口減少の深刻な状況で
した。どうすればまたプロ野球選手を目指す子どもたち
が大勢出てきてくれるのだろうと考えた時、プロ野球界
を経験し、引退後にそれぞれの場所で野球の素晴らしさ
を伝えることのできる、日本プロ野球ＯＢクラブの会員
の皆さんの存在こそが、日本野球界の底辺拡大に大きな

1982年8月31日生まれ（36歳）
石川県七尾市出身
石川県立七尾工業高校→三菱ふそう川崎→横浜ベイス
ターズ (04 - 06)→石川ミリオンスターズ (09 - 11)

森	大輔さん
もり				だいすけ

Profile

杉浦 忠投手
公益財団法人 野球殿堂博物館 特別連載 ［ vol.40 ］

　本連載は2009年からスタートしてお
り、今回で通算40回、10周年を迎えまし
た。連載第1回は、ちょうどこの年に当博
物館が創立50周年を迎えたことを紹介
しています。当館が開館した1959（昭和
34）年は、セ・パ両リーグがスタートして
10シーズン目で、6月25日の巨人対阪神
戦（後楽園）での天覧試合と、南海ホークス
の悲願の日本一が2大トピックとして挙
げられます。天覧試合については本連載
の第34回でも紹介しており、今回は南海
の日本一と同年MVPの杉浦忠投手につい
てご紹介したいと思います。
　杉浦忠投手は、拳母高（現・愛知県立豊
田西高）から立大に進み、2年時からアン
ダースロー投手となりエースとして活躍。
1958年に南海に入団すると、1年目に27
勝をあげ新人王を獲得。59年には38勝4
敗、防御率1.40という驚異的な成績でチー
ムをリーグ優勝に導き、MVPを受賞して
います。日本シリーズでは、立大時代の同
期である長嶋茂雄選手が中心選手として
活躍している読売ジャイアンツと対戦、こ
こでも“伝説的”な活躍を見せます。

　10月24日（土）の第1戦（大阪球場）は先
発して8回3失点で勝利投手（後続が打た
れるも10-7で勝利）。翌25日（日）はベン
チスタートで、チームが勝ち越した直後の
5回から登板、7回に王貞治選手、森昌彦選
手の連打で1点を失うも後続を抑え、6-3
の勝利に導きました。27日（火）の第3戦（後
楽園球場）では再び先発、9回裏に同点本
塁打を被弾しますが、10回表にチームが
勝ち越し3-2で3連勝、王手をかけました。
　28日（水）の第4戦、勝負をかけた鶴岡
一人監督は杉浦投手を三度先発のマウン
ドに送ります。杉浦投手は要所を抑え被
安打5無失点で完封勝利（3-0）をあげ、南
海を初の日本一に導きました。杉浦投手
の球数は4試合で436球、4連投で4連
勝は日本シリーズ唯一の大記録です。
　写真のユニホームは、俳優で歌手の故・
小坂一也氏の旧蔵品で、杉浦さんご本人か
らプレゼントされたものとのことです。昨
年、ご遺族から当博物館に寄贈されました。
ご遺族は小坂氏から“南海が優勝した時の
もの”と聞いているとのことで、パンツの腰
に背番号が付いていないタイプであること

から、1959年の着用品ではないかと思わ
れます。このユニホームは、開催中の企画
展「野球殿堂ってなあに？」にて展示中（会
期～ 6月23日）です。ぜひご覧ください。

着用ユニホーム

展示では背番号（21）を公開しています。

学芸員 関口貴広
公益財団法人 野球殿堂博物館

Next Professional Life
ＯＢたちの

　株式会社 白寿生科学研究所（本社：東
京都渋谷区）でセカンドキャリアをス
タートされた森さん。白寿生科学研究所
ではアスリート支援での地域貢献を目指
しているとのことで、地元石川県での森
さんの更なるご活躍に期待しています！

力を発揮できると感じご入会いただきました。
　森さんは夏の甲子園石川予選1回戦（輪島実業戦）で23奪三振ノーヒットノーラン
を記録。「言われてやる野球ではなく、自分でやる野球」を合言葉に地元石川県からプ
ロ野球選手を目指す子どもたちを生み出し、支えたいと意気込みます。




